
広

島

術

活

学

会

世
一
《

動

報
lt.. 
口

二
O
O
五
年
七
月
j
二
O
O
六
年
六
月

V
平
成
十
七
年
七
月
八
日
(
金
)

第
十
九
回
総
会
・
大
会
案
内
号
を
兼
ね
た
会
報
第
八
十
三
号
を
発
行
。
巻
頭

ペ
ー
ジ
に
七
月
二
十
三
日
に
開
催
す
る
総
会
・
大
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
発

表
。
そ
れ
に
続
き
、
四
つ
の
研
究
発
表
の
レ
ジ
ュ
メ
(
執
筆
・
各
発
表
者
)
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
趣
旨
(
執
筆
・
菅
村
亨
氏
)
お
よ
び
基
調
講
演
者
と
パ
ネ
リ

ス
ト
三
名
の
プ
ロ
フ
ィ
ル
を
掲
載
し
た
。

最
終
ベ

l
ジ
に
は
第
七
十
一
回
例
会
報
告
「
直
島

ー
地
中
美
術
館
・
家
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ベ
ネ
ツ
セ
ハ
ウ
ス
へ
|
」
(
執
筆
・
津
島
由
里
子
氏
)
を
載
せ

た。V
平
成
十
六
年
七
月
二
十
三
日
(
土
)

第
十
九
回
総
会
・
大
会
を
広
島
県
立
美
術
館
・
地
階
講
堂
で
開
催
し
た
。

総
会
は
午
前
九
時
三
十
分
に
ス
タ
ー
ト
。
進
行
役
は
大
橋
啓
一
事
務
局
長
が

務
め
た
。
最
初
に
金
田
晋
代
表
委
員
が
挨
拶
を
述
べ
た
。
続
い
て
議
事
に
入
り
、

米

公

子

門

平
成
十
六
年
度
の
事
業
報
告
を
広
島
大
学
の
青
木
孝
夫
氏
、
決
算
報
告
を
大
橋

啓
一
事
務
局
長
が
行
っ
た
。
監
査
報
告
は
、
倉
橋
清
方
、
杉
谷
富
代
の
両
氏
が

欠
席
の
た
め
、
書
面
を
大
橋
氏
が
代
読
し
た
。
い
ず
れ
も
総
意
で
承
認
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、
平
成
十
七
年
度
事
業
計
画
を
青
木
氏
、
予
算
案
を
大
橋
事
務
局
長
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が
発
表
し
、
そ
の
ま
ま
承
認
さ
れ
た
。
今
年
は
委
員
改
選
の
年
に
あ
た
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
金
田
代
表
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
名
を
発
表
し
、
そ
の
ま

ま
承
認
さ
れ
た
。

【
代
表
委
員
】
金
田
晋

【
委
員
】
青
木
孝
夫
、
井
野
口
慧
子
、
大
井
健
地
、

大
橋
啓
一
、
桑
島
秀
樹
、
末
、
水
航
、
菅
村
亨
、
関
村
誠
、
高
石
勝
、
出
原
均
、

中
畝
み
の
り
、
原
田
佳
子
、
伴
谷
晃
二
、
樋
口
聡
、
松
田
弘
、
水
島
裕
雅
、
吉

井
章

【
年
報
編
集
委
員
長
】
青
木
孝
夫

【
年
報
編
集
委
員
】
末
永
航
、
間
目

村
亨
、
関
村
誠
、
樋
口
聡

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】
安
西
信
て
入
野
忠
芳
、
長

田
年
弘
、
国
府
寺
司
、
幣
原
映
智
、
高
木
茂
畳
、
寺
本
泰
輔
、
永
田
雄
次
郎
、

入
国
典
子
、
原
田
宏
司
、
松
本
真

【
監
査
】
倉
橋
清
方
、
杉
谷
冨
代
【
事
務



局
長
】
大
橋
啓
一

【
事
務
局
書
記
】
米
門
公
子

続
い
て
十
時
三
十
分
か
ら
大
会
を
開
始
、
午
前
中
に
二
つ
の
研
究
発
表
、
午

後
か
ら
二
つ
の
研
究
発
表
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
。

研
究
発
表
①
広
島
女
学
院
大
学
大
学
院
高
橋
千
尋
氏
に
よ
る
「
加
世
紀
の

ア
メ
リ
カ
社
会
を
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
ノ
l
マ
ン
・
ロ
ッ
ク
ウ
エ
ル

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
。
第
一
次
世
界
大
戦
、
第
二
次
世
界
大
戦
を
扶
み
、

ア
メ
リ

カ
が
経
済
的
、
社
会
的
に
発
展
し
た
時
代
に
活
躍
し
た
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、

ノ
1
マ
ン
・
ロ
ッ
ク
ウ
エ
ル
の
写
実
的
イ
ラ
ス
ト
を
通
し
、
彼
が
作
品
に
込
め

た
願
い
や
希
望
、
ま
た
、
彼
が
と
ら
え
た
ア
メ
リ
カ
社
会
、
文
化
に
つ
い
て
考

察
し
た
。

研
究
発
表
②
広
島
大
学
大
学
院
上
野
仁
氏
の
「
ア
ド
ル
ノ
美
学
に
み
る
教

育
理
念
と
そ
の
現
代
性
に
つ
い
て
」
。
「
批
判
的
身
体
」
「
和
解
的
な
身
体
」
の

獲
得
を
理
念
と
す
る
ア
ド
ル
ノ
の
教
育
論
の
現
代
性
を
改
め
て
提
示
し
た
。

研
究
発
表
①
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
田
中
香
月
氏
に
よ
る
「
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ル
三
世
の
即
位
か
ら
革
命
ま
で
の
ロ
シ
ア
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
に
お
け
る
特

徴」。

ロ
シ
ア
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
三
世
の
即
位
か
ら
ロ
シ
ア
草
命
ま
で
の
ピ

ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
を
取
り
上
げ
、
ロ
シ
ア
独
自
の
作
曲
技
法
や
作
風
の
特
徴
を
浮

き
彫
り
に
し
た
。

研
究
発
表
④
同
志
社
大
学
大
学
院
河
合
貞
子
氏
の
「
ド
ラ
ク
ロ
ア
と
シ
ヨ

パ
ン
の
作
品
構
造
に
お
け
る
類
似
性
の
比
較
分
析
」
。
ほ
ほ
同
時
期
に
完
成
さ

れ
た
ド
ラ
ク
ロ
ア
の
「
十
字
軍
の
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

l
プ
ル
入
城
」
と
シ
ヨ
パ

ン
の
「
M
の
前
奏
曲
集
作
品
お
」
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
の
比
較
に
よ
る
考
察

を
展
開
し
た
。

午
後
か
ら
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
芸
術
は
闘
え
る
か
?
」
。
詩
人
の
御
庄
博
実

氏
が
「
現
代
詩
は
生
き
残
れ
る
か
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
基
調
講
演
を
行
っ
た

後
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
広
島
市
現
代
美
術
館
副
館
長
の
竹
淳
雄
三
氏
、
「
広
島
に

文
学
館
を
!

市
民
の
会
」
事
務
局
長
の
池
田
正
彦
氏
、
比
治
山
大
学
現
代
文

化
学
部
助
教
授
の
高
石
勝
氏
を
迎
え
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
。
司
会
は

広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
の
菅
村
亨
氏
が
務
め
た
。
大
会
参
加
者
は
三

十
五
名
。
終
了
後
、
発
表
者
や
パ
ネ
リ
ス
ト
を
囲
ん
で
、
懇
親
会
を
開
催
し
た
。

V
平
成
十
七
年
九
月
十
五
日
(
木
)
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会
報
第
八
十
四
号
を
発
行
。
巻
頭
言
は
関
村
誠
氏
が
「
ベ
ル
ギ
ー
人
の
顔
」

を
執
筆
し
た
。
続
い
て
広
島
芸
術
学
会
第
十
九
回
大
会
の
報
告
を
掲
載
し
た
。

研
究
発
表
①
「
却
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
社
会
を
描
い
た
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
ノ

ー
マ
ン
・
ロ
ッ
ク
ウ
エ
ル
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
(
発
表
・
高
橋
千
尋
氏
、
報
告
・

広
島
大
学
大
学
院
川
口
佳
子
氏
)
②
「
ア
ド
ル
ノ
美
学
に
見
る
教
育
理
念
と

そ
の
現
代
性
に
つ
い
て
」
(
発
表
・
上
野
仁
氏
、
報
告
・
広
島
大
学
大
学
院

尾
形
太
郎
氏
)
③
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
三
世
の
即
位
か
ら
革
命
ま
で
の
ロ
シ
ア

の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
に
お
け
る
特
徴
」
(
発
表
・
田
中
香
月
氏
、
報
告
・
エ
リ

ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
非
常
勤
講
師
馬
場
有
里
子
氏
)
④
「
ド
ラ
ク
ロ
ア
と
シ
ヨ

パ
ン
の
作
品
構
造
に
お
け
る
類
似
性
の
比
較
分
析
」
(
発
表
・
河
合
貞
子
氏
、



報
告
・
広
島
大
学
大
学
院
福
光
由
布
氏
)
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
芸
術
は
闘
え
る

か
?
」
(
基
調
講
演
・
御
庄
博
実
氏
、
司
会
・
菅
村
亨
氏
、
パ
ネ
リ
ス
ト
・
竹

淳
雄
三
氏
、
池
田
正
彦
氏
、
高
石
勝
氏
、
報
告
・
広
島
中
央
郵
便
局
大
山
智

徳
氏
)
。
哀
葉
氏
が
「
輝
け
!

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
」
と
題
す
る
エ
ッ
セ
イ
を
寄
せ

た
。
最
終
ベ

1
ジ
に
は
第
七
十
二
回
例
会
案
内
を
掲
載
し
た
。

V
平
成
十
七
年
十
月
一
日
(
土
)

広
島
市
立
大
学
芸
術
学
部
で
開
催
さ
れ
て
い
た
「
広
島
市
立
大
学
・
ニ
ユ
ル

ン
ベ
ル
ク
美
術
大
学
ア
l
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
|
同
国
OHN
〉
|
」
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
く
形
で
第
七
十
二
回
例
会
を
開
催
し
た
。
大
学
の
内
外
に
展
示
さ
れ
て

い
る
作
品
を
同
大
学
大
学
院
の
学
生
さ
ん
た
ち
に
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
後
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ド
イ
ツ
、
日
本
に
お
け
る
芸
術
と
教
育
の
現
況
」
に
参
加
。

パ
ネ
リ
ス
ト
は
広
島
市
立
大
学
芸
術
学
部
長
大
井
健
次
氏
、
ニ
ユ
ル
ン
ベ
ル

ク
美
術
大
学
副
学
長
ク
ラ
ウ
ス
・
プ
l
ニ
1
氏
、
広
島
市
立
大
学
大
学
院
芸

術
学
研
究
科
助
教
授
関
村
誠
氏
、
広
島
市
現
代
美
術
館
副
館
長
竹
浮
雄
三
氏
、

広
島
県
立
美
術
館
主
任
学
芸
員
松
田
弘
氏
お
よ
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
者
。

こ
の
日
の
最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
同
大
学
ロ
ピ

l
で
開
催
さ
れ
た
「
上
野

員
樹
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
鑑
賞
し
て
、
例
会
は
終
了
し
た
。

参
加
者
は
十
七
名
。

V
平
成
十
七
年
十
二
月
一
日
(
木
)

会
報
第
八
十
五
号
を
発
行
。
巻
頭
言
は
比
治
山
大
学
現
代
文
化
学
部
・
高
石

勝
氏
の
「
お
客
様
と
い
う
人
種
」
。
第
七
十
二
回
例
会
報
告
は
「
夏
の
大
塚
の

展
覧
会
」
と
題
し
て
広
島
市
立
大
学
芸
術
学
部
協
力
研
究
員
の
木
村
束
吾
氏
が

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
阿
国
O
見
〉
」
に
つ
い
て
執
筆
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ド

イ
ツ
、
日
本
に
お
け
る
芸
術
と
教
育
の
現
況
」
の
報
告
は
同
大
学
芸
術
学
部
の

藤
代
茂
展
氏
に
書
い
て
い
た
だ
い
た
。
最
後
の
「
上
野
良
樹
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
つ
い
て
は
、
詩
人
の
井
野
口
慧
子
氏
が
報
告
し
た
。
前
号

に
引
き
続
き
哀
葉
氏
が
エ
ッ
セ
イ
「
『
に
が
い
涙
の
大
地
か
ら
」
を
観
て
」
を

寄
稿
し
た
。
最
終
ベ

l
ジ
に
は
第
四
万
例
会
案
内
を
掲
載
し
た
。
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V
平
成
十
七
年
十
二
月
十
七
日
(
土
)

第
七
十
三
回
例
会
を
広
島
市
金
屋
町
に
あ
る
「
ワ
l
ク
ピ
ア
広
島
」
で
開
催

し
た
。

一
つ
目
の
発
表
は
広
島
大
学
総
合
科
学
部
助
教
授
、
桑
島
秀
樹
氏
に
よ

る
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
美
と
信
仰
の
か
た
ち
」
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
的
感

性
文
化
の
有
様
を
、
「
グ
ロ
テ
ス
ク
」
な
い
し
は
「
崇
官
巴
と
い
っ
た
概
念
を

引
き
つ
つ
、

ス
ケ
ッ
チ
風
に
論
じ
た
。

二
つ
目
の
発
表
は
マ
イ
セ
ン
磁
器
の
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
る
嶋
屋
節
子
広

島
大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
「
マ
イ
セ
ン
磁
器
発
明
者
は
誰
か
?
」
。
「
実
業
家
で

も
あ
り
学
者
で
も
あ
っ
た
チ
ル
ン
ハ
ウ
ス
が
ド
レ
ス
デ
ン
の
実
験
場
で
、
磁
器

を
製
造
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
も
の
の
、
直
後
に
赤
痢
で
死
亡
し
、
そ
の
後
ベ



ッ
ト
ガ
l
が
商
品
化
に
成
功
し
た
」
と
い
う
見
解
を
、
豊
富
な
資
料
と
共
に
発

表
し
た
。
参
加
者
は
二
十
五
名
。

V
平
成
十
八
年
二
月
五
日
(
日
)

会
報
第
八
十
六
号
を
発
行
。
巻
頭
言
は
福
山
市
立
女
子
短
期
大
学
・
柴
川
敏

之
氏
の
「
ア
l
ト
と
相
撲
の
コ
ラ
ボ
レ

l
シ
ヨ
ン
」
。
第
七
十
三
回
例
会
報
告

①
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
美
の
信
仰
の
か
た
ち
1
グ
ロ
テ
ス
ク
と
崇
高
1

」

(
発
表
・
桑
島
秀
樹
氏
、
報
告
・
広
島
大
学
大
学
院
長
迫
英
倫
氏
)
②
「
マ
イ

セ
ン
磁
器
発
明
者
は
誰
か
?
」
(
発
表
・
嶋
屋
節
子
氏
、
報
告
・
広
島
大
学
大

学
院
安
芝
恵
氏
)
。
広
島
大
学
の
能
登
原
由
美
氏
が
「
ア
l
ト
と
社
会
の
架
け

橋
を
目
指
し
て
」
と
題
す
る
投
稿
を
寄
せ
た
。
最
終
ベ

l
ジ
に
は
第
七
十
四
回

例
会
案
内
を
掲
載
し
た
。

V
平
成
十
八
年
二
月
十
八
日
(
土
)

第
七
十
四
回
例
会
を
ひ
ろ
し
ま
美
術
研
究
所
で
開
催
し
た
。
研
究
発
表
の
一

つ
目
は
、
広
島
大
学
大
学
院

尾
形
太
郎
氏
の
「
『
ド
キ
ユ
マ
ン
』
に
お
け
る

パ
タ
イ
ユ
の
イ
マ

l
ジ
ュ
論
」
。
雑
誌
『
ド
キ
ユ
マ
ン
』

(
1
9
2
9
1
3
0
)

に
掲
載
の
パ
タ
イ
ユ
の
記
事
と
、
そ
れ
に
添
え
ら
れ
た
写
真
の
分
析
を
通
し
て
、

パ
タ
イ
ユ
に
お
け
る
「
反
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
的
形
態
論
」
と
言
え
る
も
の
を
論
じ

た。
二
つ
目
の
発
表
は
、
広
島
市
立
大
学
・
関
村
誠
氏
の
「
プ
ラ
ト
ン
が
見
た
人

形
と
影
」
。

一
般
に
哲
学
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
「
驚
き
」
を
表
す
タ
ウ
マ

と
い
う
ギ
リ
シ
ャ
語
が
「
人
形
」
を
も
意
味
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、

「
人
形
と
影
」
を
見
る
こ
と
か
ら
プ
ラ
ト
ン
の
思
想
的
営
み
が
始
ま
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
す
る
、
新
た
な
プ
ラ
ト
ン
解
釈
の
可
能
性
を
示
し
た
。
参
加
者
は

二
十
二
名
。

V
平
成
十
八
年
四
月
十
五
日
(
土
)

会
報
第
八
十
七
号
を
発
行
。
巻
頭
言
は
広
島
大
学
大
学
院
を
卒
業
後
、
現
在

'69 は
」長

を崎
寄県
せ美
た術
。館

続i:
い子ニ
ーー ヨ"'"-L :A  

第 員
七と
十し
四て
回働
例It，
A、 L
Z耳、

報 r
g喜
雇敦
誌長
"'"ー寸

キ理
ミ層

ザ刊

乙ら

に
お
け
る
G
・
パ
タ
イ
ユ
の
形
態
論
」
(
発
表
・
尾
形
太
郎
氏
、
報
告
・
広
島
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大
学
大
学
院
川
口
佳
子
氏
)
②
「
プ
ラ
ト
ン
が
見
た
人
形
と
影
」
(
発
表
・
関

村
誠
氏
、
報
告
・
広
島
市
立
大
学
大
学
院
米
倉
大
五
郎
氏
)
。
当
学
会
代
表
委

員
の
金
田
晋
氏
が
「
『
塞
術
学
関
連
学
会
連
合
』
に
関
す
る
報
告
」
を
寄
せ
た
。

最
終
ペ

l
ジ
に
は
第
七
十
五
回
例
会
案
内
を
掲
載
し
た
。

V
平
成
十
八
年
五
月
十
三
日
(
土
)

第
七
十
五
回
例
会
を
開
催
。
今
回
は
毎
年
恒
例
の
野
外
例
会
で
、
広
島
県
一

次
市
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
二
つ
の
美
術
館
「
奥
田
元
宋
・
小
由
女
美
術

館
」
と
「
は
ら
み
ち
を
美
術
館
」
そ
し
て
「
み
よ
し
風
土
記
の

E
・
広
島
県
立

歴
史
民
俗
資
料
館
」
を
訪
れ
た
。



生
憎
の
雨
だ
っ
た
が
、
例
年
通
り
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
午
前
九
時
に
広
島
駅
を

出
発
、
最
初
の
目
的
地
「
奥
田
元
宋
・
小
由
女
美
術
館
」
に
十
時
五
十
分
に
到

着
し
た
。
同
美
術
館
で
は
「
響
き
合
う
二
つ
の
芸
術

1
奥
田
元
宋
と
奥
田
小
由
女
」
と

題
し
て
、
開
館
記
念
特
別
展
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
見
学
に
先
立
ち
、
同
館
の

松
原
学
芸
員
か
ら
、
今
回
は
所
蔵
作
品
だ
け
で
な
く
他
の
美
術
館
な
ど
か
ら
借

り
た
作
品
も
含
め
て
全
1
1
5
点
に
お
よ
ぶ
大
規
模
な
展
覧
会
で
あ
る
こ
と
、

全
国
で
も
珍
し
い
夫
婦
の
美
術
館
で
あ
る
こ
と
、
満
月
の
夜
に
は
午
後
十
時
ま

で
開
館
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
。

第
一
室
に
は
「
盲
女
と
花
」
な
ど
、
元
宋
氏
の
若
い
頃
の
作
品
が
展
示
さ
れ

て
い
た
。
見
学
の
途
中
、
突
然
館
内
放
送
が
あ
り
、
ロ
ピ

l
で
日
野
原
重
明
氏
、

奥
田
小
由
女
氏
、
三
次
市
長
の
ト
l
ク
が
あ
る
と
い
う
。
思
い
が
け
な
い
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
気
分
で
、
大
急
ぎ
で
参
加
す
る
。

小
由
女
氏
の
若
い
頃
の
作
品
は
白
一
色
だ
が
、
元
宋
氏
と
結
婚
し
た
こ
ろ
か

ら
、
鮮
や
か
な
色
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
元
宋
氏
と
共
同
制
作
し
た
作

品
「
春
陽
清
韻
」
も
展
示
さ
れ
て
い
た
。
第
三
室
で
は
、
元
宋
氏
の
門
外
不
出

の
雄
大
な
作
品
、
銀
閣
寺
襖
絵
「
山
霊
重
畳
」
に
圧
倒
さ
れ
た
。

次
の
訪
問
地
は
「
み
よ
し
風
土
記
の
丘
・
広
島
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
」
。

風
土
記
の
正
に
は
県
内
最
大
級
の
古
墳
群
が
あ
る
が
、
雨
天
な
の
で
残
念
な
が

ら
見
学
は
割
愛
、
館
内
で
学
芸
員
の
方
か
ら
丁
寧
な
説
明
を
受
け
た
。
広
島
の

原
始
・
古
代
が
展
示
さ
れ
て
い
て
、
自
分
た
ち
の
ル

1
ツ
に
出
会
っ
た
よ
う
な

懐
か
し
く
、
不
思
議
な
感
じ
が
し
た
。

最
後
の
見
学
先
は
、
資
料
館
か
ら
パ
ス
で
約
三
十
分
走
っ
た
君
田
町
に
あ
る

「
は
ら
み
ち
を
美
術
館
」
。
こ
じ
ん
ま
り
と
し
て
い
る
が
、
し
ゃ
れ
た
建
物
だ
。

設
計
は
当
学
会
の
中
川
公
子
会
員
の
弟
で
山
寄
雄
二
郎
氏
。
か
の
有
名
な
建
築

家
・
安
藤
忠
雄
氏
の
お
弟
子
さ
ん
だ
そ
う
だ
。
お
隣
の
君
田
温
泉
で
お
土
産
を

国
貝
っ
て
、

一
路
広
島
へ
。
少
々
岡
に
は
た
た
ら
れ
た
が
、
充
実
し
た
一
日
だ
っ

た
。
参
加
者
は
十
七
名
。

〈
平
成
十
八
年
六
月
三
十
日
現
在
、
法
人
会
員
四
法
人
、
個
人
会
員
二
百
二

十
五
名
(
特
別
会
員
三
名
、

一
般
会
員
百
九
十
八
名
、
学
生
会
員
二
十
四

名
)
〉

(
こ
め
か
ど
・
き
み
こ

広
島
芸
術
学
会
事
務
局
)
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